
1

3代 表 者 の 氏 名 瀧 島 正男/.

ノ

4会 計 責 任 者 の 氏 名 勢

な争 ノ

第14号 様 式(第8条 関係)

(そ の1)'/

平 成2夢 年 分 ・一

(開 催分)

収 支 報 告 書
/

L露 団り体力魂 称税理士による柴山昌彦後援会端 熱 し謁 施

嘱

政治団体の区分

婆騰 微 会
口 政 党 口 政治資金規正法第18条 の2

口 政 党 の 支 部 第1項の規定による政治団体

口 政 治 資 金 団 体 泌 そ の 他 の 政 治 団 体 ノ

ロ その他 の政治団体の支部
唾

マ

2.主 た る事漸 の 所在 地所沢市中新井3-22-6拐双 翼13-)》-6/節 瀞転 ヰ 活動の区分
ヨ

舅

口2以 上の都 道府県の区域等

V同 一 の都 道府 県 の 区域 内/

資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分

鈴木 正 美

/事 務担当者の氏名

柴山高 一 ・

玉鄭

口 有

虹 無/
一

公 職 の 種 類(現 職 ・候補者 の別)

(現職 ・候補者飾}

口 政治資金規正法第19条の7第1項

第1号に係る国会議員関係政治団体

筋 掻治資金規正法第19条 の7第1項

第2号に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名

/

柴ム昌彦

＼

ノ

(電言舌)o¢ 一》92.∫-5(P!b/

295.2911
.,、

選挙管理塑
」 資金管理団体の届出をした者の氏名 公職の種類(現 職・侯補者の別)

/

象鴇 蹄 髄 亀 ・候㈱ ・一

※以下の欄は記入 しないでくだ さい。
_■ 一 ・ 冒圏■P● 一 ● 一 ● 一 ● 一 ●一晒 ・_・_・-■ ■■ ■一 ● 一 一 一 ● 一 冒 一6-一 ■■齢 ● ■圏一隔9一 國 禰一夢o-■ 暉■卿9■ 剛 鴨 一 鰯■一 一 一 一 一 ■ 一 ロ ー 一 一 ■ 一 ■唐1●」隔・ 凹 ・ 一 ・ 騨 資金管理団体の指定の期間

国会議員関係政治団体に関する

特例の適用期間一
告示用 コー ド 団体 コー ド 収 受 入 力 枚 数

)＼

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで

平成 年 月 日から

平成 年 月 日まで1 00 ≧≧o 多1 o午9 , 取 /之 く)



(その2)

1.収 支 の総 括表

収 支

11

の 状 況

'

収 入 総 額 6〃 ノ/2夕 /

/

ノ

(前 年 か ら の 繰 越 額) くζケ1,厚/

(本 年 の 収 入 額) !40,0弱 ダ

支 出 総 額 /5エα ケタ6

翌 年`へ の 繰 越 額 430,悔9

2.収 入項 目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

/

金 額 ク2/000

員 数 ユ6人

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。 )の 区 分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附
⊆2し ノδoo

/

(うち特定寄附)

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 20ノ ⇔60
/

小 計 (ア)+(イ)÷(ウ) 62/ooo /

(寄附の うち寄附のあっせんに よるもの)

イ 政 党 匿 名 寄 附

合 計(ア+イ) 62ノ.oo
/



(そ の6)

`「

(6)そ の他の収入

摘 要 金 額 備 考

こ の 頁 の 小 計

1件 10万 円 未 満 の も の 41汐

合 計 タ4



`r

(その7)(個 人 用)

(7)寄 附 の 内 訳 寄 附 者 の 区 分 個 人/

寄 附 者 の 氏 名 金 額 年月 日 住 所 職 業 備 考

こ の 頁 の 小 計

づ
そ の 他 の 寄 附 ダ2.ノ δOo

合 計 μ二Z/6φO



``

(その7)(政 治 団体用)

●

(7)寄 附 の 内 訳 寄 附 者 の 区 分 政 治 団 体/

団 体 の 名 称 金 額 年月 日 主 た る 事務 所 の所 在 地 代表者の氏名 備 考

こ の 頁 の 小 計

/

/

そ の 他 の 寄 附 20メ フ06

合 計 2こ)ノOOO



τ

(その13)

3,支 出項 目別金 額 の 内訳

(D支 出の総括表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対 して
供与した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費

(2)光 熱 水 費

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費

(4>事 務 所 費 ク56/

小 計 ク∫《/

2政 治 活 動 費

(1)組_織 活 動 費 ノ80,δoo〆

(2)選 挙 関 係 費

(3)攣 馨 緩 蓉 睾 峯 藝

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費

イ 宣 伝 事 業 費

ウ 政治資金パーティー開催事業費

エ そ の 他 の 事 業 費

(4>調 査 研 究 費

(5)寄 附 ・ 交 付 金

(6)そ の 他 の 経 費

小 計 /8レo・ooo. /

合 計 ノ翫 》.グ86
/



● 「

※ 経常経費(人 件費を除く。)の支出があった国会議員関係政治団体及び資金管理団体はこの様式も提出すること。

国会議員関係政治団体にあっては1件1万 円を超える(1万1円 以上)支 出、資金管理団体にあっては1件5万 円以上の支出
がある場合は、明細を記載し、領収書等の写しを添付すること。

(その14)

(2)経 常 経 費(人 件 費 を除 く。)の 内訳, 項目別区分 事線 腫/

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日

u

支 出 を受 け た者 の氏名

(団体にあっては、その名称)
支 出 を受 け た者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

一一

」

こ の 頁 の 小 計

/

/

そ の 他 の 支 出 ク5-4/

合 計 ク♪ζ



"

(そ の15)

(3)政 治活動費の内訳 項目別区分 餌 織 シ静 ヵ黄(犬 会 を/)

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出 を受 け た者 の氏名

(団体にあっては、その名称)
支 出 を受 けた者 の住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

創 易イ若重(含韓
/!

、!8δ,oo(り 平29、 ∬^2z/ マ1四 ヲブ遮 野 1臨 蜂 の鹿1-3誘

`

一

こ の 頁 の 小 計
ノ 計0、Oδ ク

/

ノ

そ の 他 の 支 出

合 計 ノ忌0,C沁 ○

卜



,

(そ の17)

資 産 等 の 状 況 /

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 団

イ 建 物 口 曲

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 団

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 面

一

預 金(普 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を 除 く 。)オ
又 は 貯 金(普 通 貯 金 を 除 く 。)

口 図

力 金 銭 信 託 口 回

キ 有 価 証 券 口 凹

ク 出 資 に よ る 権 利 口 図

ケ 貸付先 ご との残 高が100万 円 を超 え る貸 付 金 ⊂コ 幽

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 団

サ 取得の価額が100万 円を超える施設の利用 に関す る権利 口 団

シ 借入先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る借 入 金 口 材
ノ



1

(そ の20)

宣 誓 書

添 付 書 類(別 添のとお り)

1. 領収書等の写し

2. 監査意見書(政 党及び政治資金団体に限る。 )

3, 政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りません。

ノ

平成 二L9年8月2,9日

政治団体 の名称 親理士に貫 柴 臥昌彦後援 念
/

会計責任者 の氏名 訟 木 正 袈/ 籐/
※ 解散の場合のみ代表者も記名押印又は署名すること。

代 表 者 の 氏 名 ㊥



政治資金監査報告書

平成29年5月25日

税理士による柴山昌彦後援会

代表 瀧島 正男 殿

警讐 博癖 蓼
研修終 了年月 日 平成21年5月25日

1監 査の概要

(1)私 は 、政 治 資金規 正 法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規 定 に基づ き、

税理士による柴山昌彦後援会の平成28年 に係 る法第12条 第1項 に規定する収支報

告書のすべての期間を対象として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳

簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難 かった支出の明細書等及び振込明細書につい

て、支出に関する政治資金監査を行った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正化委

員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以下 「政治資金監査マニュアル」
■

とい う。)に 基 づ き行 った。

・(3)私 の責任 は、外部性を有する第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者 の作成

又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等、領

収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書について、政治資金監査 マニュア

ル に基づ き政治資金監査 を行 った結果を報告す ることである。

(4)こ の政治資金監査は、税理士による柴山昌彦後援会 の主たる事務所 において行 った。

2監 査 の結果

、 私が実施 した政治資金監査の結果 は、以下の とお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1号 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領収書等 、

領収書等を徴し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書が

保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第2号 に規定す る事項にっいて、会計帳簿 には、当該国会議員

関係政治団体に係 るその年 における支出の状況が記載 され、かつ、当該国会議員 関係政

治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事項 について、法第12条 第1項 に規定す る

収支報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等 を徴 し難かった支出の明細書、

振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定す る事項 につ いて、領収書等を徴 し難かった支 出

の明細書及び振込明細書に係 る支出 目的書は、会計帳簿に基づいて記載 されていた。



3 業務制限

税理士による柴 山昌彦後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定 に違反す

る事実はない。

税理士による柴山昌彦後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者と

の間 にお い て も、 同様 であ る。

以上

」

】


